
                                              

 【社会教育主事になった動機】                      

・社会全体に視点を広げ、さまざまな方と関わりながらさらなる自分の成長 

を求め、北海道の教育推進にチャレンジしたいと思ったため 

【現職での主な業務】                          

・コミュニティ・スクールの導入・推進 

・成人文化講座等の公民館講座、日高西部広域事業等 

【心がけていること】                          

・固定観念を持たず、柔軟に何事もとらえていくようにすること 

・仕事と休日の ON・OFFをしっかり持つようにすること 

【やりがい】                              

・多くの人と出会い、人と思いを共有しながら仕事をクリエイティブに行うこ

とができ、またそれを事業等で実践できること 

 
【社会教育主事になった動機】                      

・教員時代の仲間が社会教育主事の職に就いたことで興味を抱いたため 

・学校教育以外の学びの場を経験したいと思ったため 

【現職での主な業務】                          

・「村民皆スポーツ」に向けた、健康づくりなど生涯スポーツの推進 

・サークル活動やボランティア活動の支援をはじめ生涯学習の推進 

【心がけていること】                          

・元気な挨拶！ 

・相手の思いをよく傾聴し、自分の考えを分かりやすく伝える 

【やりがい】                              

・子どもから高齢者まで幅広い年齢層の方々と関わることができること 

・地域の様々な課題解決に向けて、共に学び合うことができること 

 
【社会教育主事になった動機】                     

 ・学生の頃、ネイパル森でお世話になった社会教育主事の先輩方に憧れ、

広い視野を持ち教育を推進する力を身につけたいと感じたため 

【現職での主な業務】                         

・巡回派遣社会教育主事として、市町村の要望に応じて各種計画の策定や

事業の企画・運営に連携して取り組むこと 

・市町村における持続可能な地域づくりを支援すること 

【心がけていること】                         

・地域を知り、地域の特色を生かす考え方を持ち続けること 

【やりがい】                             

・子どもから高齢者まで幅広い年齢層の人々と関わることができ、地域の

人々の笑顔に出会えること 

 

◎ 現在、市町村教育委員会や青少年体験活動支援施設（ネイパル）などで、約 80 名の北海道教育委員会

「社会教育主事」が活躍しています。その中から５名の仲間を紹介します。 



                                              

【社会教育主事になった動機】                      

・「教育」を、より広い視野で見てみたいと思ったため 

・「学校」を、外から見直したいと思ったため 
 

【現職での主な業務】                          

・各市町村教育委員会の求めに応じて指導助言を行う 

・国や道の施策を各市町村に伝え、実施に向けた支援を行う 
 

【心がけていること】                          

・「何のために」「それをするとどうなるか」を常に考える 
 

【やりがい】                              

・情報を収集し発信することで、誰かと何かがつながって新しいものが生ま

れるサポートができた時 

【社会教育主事になった動機】                       

・社会教育の自発性、多様性、公共性のある教育活動を進めることで、活力あ

る地域社会（学校を含む）の形成に貢献することができると考えたため 

【現職での主な業務】                           

・主催事業の企画、運営、成果普及、広報活動等 

・利用者に対する目的に応じた助言、指導 

【心がけていること】                           

・利用者にとって有意義な研修となるよう柔軟に対応する 

・軽やかなフットワークと明るい笑顔♪ 

【やりがい】                               

・幼児から高齢者まで幅広い世代の人たちに学びの場を提供できること 

 

 

北海道教育委員会

の社会教育主事の

任用要件として、資

格の取得のほか、

国公立学校の教員

として５年以上の経

験があることが必

要となります。 

文部科学省が実施

する社会教育主事

講習を受講・修了す

るか、社会教育主

事養成課程のある

大学で、必要な科

目を履修し、社会教

育主事任用資格を

取得します。 

毎年１月、北海道教

育委員会において

「専門的教育職員

採用候補者選考」

により、論文審査及

び面接選考を行い

ます。社会教育主

事の誕生まであと

わずか！ 

市町村教育委員会

や青少年体験活動

支援施設（ネイパ

ル） 、国立施設な

ど、全道様々な職

場において、社会

教育主事（専門的

教育職員）として勤

務します！ 

５年以上の 
教員経験 


